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情報通信分野において、今日当たり前になっている東アジヤ地域の言語の取り扱

いの自由度を達成するために、IBM 内でどのような取り組みがなされ、何が起

きたかを本書は明らかにしています。 初期のコンピュータでは、ラテン・アル

ファベットをベースする言語とは全く異種の文字セットを使う言語は扱えません

でした。 東アジア市場を対象とするコンピュータに必須であった漢字などの取

り扱いに、当時では想像を絶する開発とブレイクスルーが必要であった事実を本

書は物語っています。 カタカナのような音声記号の利用はほんの微々たる出発

点でしたが、やがて極めて高度な解決策によって取って替わられました。 今や

最小のパソコンでもどの言語を使うことができます。 
 

購入ご希望の方は kurt@kdd.net 宛てにE-メールにて、ご氏名、郵便番号、住所をお

知らせ下さい。 著者から本を直接郵送させていただきますので、同封の請求書に指定

された銀行口座に 3,950 円を振り込んで下さい。 
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